
中間流通ル ー

トを通さずに生産品を入手できることが魅力の ｢ 度盛｣ ｡ 消♯専に とっ て産直品は､ 新鮮である､ 価格も

求めやすい､ モして何より作っ て い る人の顔が見えて安心という点が､ 魅力でした｡ しかし東 8 本大震災以降､ 産直に

対する消費者の意識がちょ つ と違うもの に｡ 復興応捷のためにも地元の 食を貫い 支え､ お い しくい ただきた い と思う気

持ちが強くある反面､ 特に小さ い 子 どもを持つ方にと っ て は､ 放射能汚染が心配とい うもどか しさがあるはずです｡

農災後の今だからニモ､ あらためて食と農の つながりを見直した い …

｡ 地元の 食をささえる生産者の急い は? 消費者が

い ま考えるぺきこととは? モして生産者と消費者の心の拘蛛をもっ と近づけるには? 今回の ｢真の寺子屋｣ では､ 生産

者 ､ 料理人､ 消費者 のモれぞれの皆さんの 立場から､ 存分I= 語 っ て い ただきます｡ 多数 の ご来場をお待ちい たします｡

● 8 時 : 2 0 1 3 年 2 月 1 6 日 ( 土) ､ 1 3 時3 0 分 ～ 1 る 時 0 0 分

●場所 : 仙台市市長活動サポ ー

トセ ソ ク
ー るF セ ミ ナ ー

ホ
ー

ル

●参加 ♯ : 無料

■和田善子さん

宮城県色麻町在住∴洋らん栽培を経て､ 1 8

年前｢ともちゃんの野菜畑｣ を立ち上憫ヒ

ポリシ ー は､ 絆 桝 脚 栗本

実の力と白熱力カモ旨こること｡ 和田さんの

野菜はr野菜そのもののおしルさで会ぺられ

る｣ r 醜 軋1の夫や雪どもが野菜を食べられ

るようになった｣ などと口コミぞ評判が伝わ

り働 いフアンを持つ ｡

■絶域誠子さん

宮城県仙台両地身｡ 仙台市在住. 大阪芸術大

学卒業後は地元‡こ戻り､ 映徴制作会社ぞ勤務

したのち､ 元々典昧があった食に愕討つるべく､

老舗青果店のカフ ェで約4 年間､ 接客と調理

に携わる｡ 震災後の知人の集まりで飲食店の

オ ー ナ ー と知り合い､ r野菜料理のお店 M ad

e nl｣ 開店のきつかけに｡ 野菜の個性を活か

したシンプルぞ力強い
一 皿を作ろうと心掛け

ている｡

(地下鉄広瀬通駅西 5 書出□)

■中山朋子さん
宮城県仙台市出身｡ 善席軟膏大学卒業後､ 学

習塾抑市を経て 2 00 ? 年より M ∈しO N 【( 公

財) みやぎ
･

環境とくらし
･ ネットワ ー ク】

動乱 土壁変温硬化防止活 醐 ､

里山保全活動､ 腕 策擾菖など､ さまざま

な 鴨 動に取り組む｡ 先年､ 夫がサラリ
ー

マンから農家に 転身したこともあり､ 最近は

生産者と消費者の関係にも隙 潤 まりつ つ

ある｡ ただし､ 普段は普通のアラサ
ー

女子｡

◆進行役/ 精 練 (せんだい良農交流ネッ トワ ー ク代表理事､ シニ ア野菜ソムリエ)

数ご記入い ただきましたお客様の個人情報は ､ 今回の講座 へ の お申 棚 以外で利用することは ござい ませ ん｡

●仙台市布民活勤サポ
ー トセンタ ー

仙台市青葉区 一 番町 包 丁巨 ト3 廿0 2 2 - 2 1 2 - 3 0 1 0
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